
第１回 天神川氾濫災害調査委員会 

 

日時：令和５年６月８日（木） 14 時～ 

場所：兵庫県民会館７階「鶴」 
 

議事次第 

 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 委員長挨拶 

 

５ 議事 

（１） 委員会設置要綱  

（２） 氾濫に係る事実確認   

（３） 氾濫事象の再現方法について  

（４） 今後のスケジュール  

 

６ その他 

 

７ 閉会 

 

 

＜配付資料＞ 

議事次第 

出席者名簿 

配席図 

資料１ 天神川氾濫原因調査委員会設置要綱 

資料２ 第１回委員会説明資料 



第１回　天神川氾濫災害調査委員会　出席者名簿

【委員】
敬称略・順不同

氏名 所属 備考

委員長 大石　哲 神戸大学教授

委員 神田　佳一 明石工業高等専門学校名誉教授

委員 角松　生史 神戸大学大学院教授

【事務局】

氏名 備考

杉浦　正彦

宇野　文章

八尾　昌彦

髙橋　篤志

山田　弘

恒藤　博文

所属

兵庫県土木部　部長

兵庫県土木部　次長

兵庫県土木部　河川整備課長

兵庫県土木部　総合治水課長

兵庫県阪神北県民局　宝塚土木事務所長

兵庫県阪神北県民局　宝塚土木事務所
武庫川対策室長
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受付・資料配付

A: 司会

B: 機器操作者

C: 機器操作者

D: 髙橋（総合治水課長）

E: 八尾（河川整備課長）

F: 宇野（土木部次長）

G: 杉浦（土木部長）

H: 山田（宝塚土木事務所長）

I: 恒藤（宝塚土木事務所武庫川対策室長）

委員会
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天神川氾濫災害調査委員会 設置要綱 

 

（設置目的） 

第１条 （二）武庫川水系天神川で発生した氾濫について、氾濫発生の要因等を調査したうえで、

当該箇所における残工事の施工方法を整理するとともに、今後の安全な河川工事のあり方につい

ての提言をとりまとめる。 

 

（調査事項） 

第２条 委員会は、次の事項について調査する。 

（１） 氾濫に係る事実確認 

（２） 氾濫事象の再現 

（３） 氾濫災害の発生要因（設計、施工、雨量） 

（４） 残工事の施工方法 

（５） 今後の安全な河川工事のあり方 

（６） その他、必要となる事項 

 

（運営） 

第３条 委員会は、別表に記載の委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員会の開催に係る構成員の招集は、委員長が行う。 

３ 委員長は、委員の中から委員長代理を指名することができる。 

４ 委員長代理は、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

５ 委員長が必要と認めるときは、構成員以外の者に委員会への出席を求め、その意見を聞くこ

とができる。 

６ 委員会は、構成員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

 

（公開） 

第４条 委員会は原則非公開とする。 

 

（謝金及び旅費） 

第５条 委員長及び委員が委員会に出席し、又は委員会の開催のために必要な業務に従事したと

きは、別に定める要領により、謝金及び旅費を支給する。 

 

（事務局） 

第６条 委員会の事務局は、兵庫県土木部河川整備課に置く。 

 

（雑則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、委員会で定

める。 

２ この要綱の改正は、委員会で定める。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和５年５月１７日から施行する。 

資料１ 



（この要綱の失効） 

２ この要綱は、調査事項に係る調査が終了した時点で、その効力を失う。 

（招集の特例） 

３ 第３条第２項の規定にかかわらず、最初に開かれる会議は、兵庫県土木部長が招集する。 

 

別表（第３条関係） 

所属 職名・氏名 区分 備考 

神戸大学 
教授 

大石 哲 
学識者 委員長 

明石工業高等専門学校 
名誉教授 

神田 佳一 
学識者  

神戸大学大学院 
教授 

角松 生史 
学識者  

 















（3） 災害発生時の対応

水防体制 避難指示発令状況

日 時
水 防 指 令 水 防 警 報

月日 時 分

5月7日

17 29 青野ダム洪水警戒体制発令

17 45 連絡員待機発令（宝塚）

19 35 1号発令（宝塚）

20 43 1号待機（宝塚） 猪名川（多田院）

21 30 2号発令（宝塚）

23 32 2号準備（宝塚） 猪名川（多田院）

23 32 1号待機（宝塚） 武庫川（三田）

23 58 1号待機（宝塚） 武庫川（生瀬）

5月8日

0 8 3号出動（宝塚） 猪名川（多田院）

0 16 1号待機（宝塚） 武庫川（武田尾）

0 44 2号準備（宝塚） 武庫川（生瀬）

0 53 3号発令(宝塚）

4 42 4号解除（宝塚） 武庫川（三田）

5 9 4号解除（宝塚） 武庫川（武田尾）

7 34 4号解除（宝塚） 武庫川（生瀬）

8 5 青野ダム洪水警戒体制解除

15 10 4号解除（宝塚） 猪名川（多田院）

17 30 1号切替（宝塚）

19 50 指令解除（宝塚）

日 時

避難情報

月日 時 分

5月8日

1 0
避難指示発令（春日丘4･6丁目、鋳物師3丁目、

北園1丁目、北本町2丁目の一部）

〃 〃 北村センター避難所開設（避難者無し）

1 55 避難指示発令（荒牧6丁目対象）

〃 〃 荒牧中学校避難所開設（避難者無し）

2 3
避難指示解除（春日丘4･6丁目、 鋳物師3丁目、

北園1丁目、北本町2丁目の一部）

2 40 北村センター避難所閉鎖

3 45 荻野小学校避難所開設（避難者無し）

5 0 荒牧地区避難指示解除

6 30 鶴田センター避難所開設（避難者無し）
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（１） 天神川流域の状況

天神川平面図

掘込河川：堤内地盤高が計画高水位※より高い河川

築堤河川：堤内地盤高が計画高水位※より低い河川

天井川：河床高が堤内地盤高より高い河川

▽堤内地盤高

▽堤内地盤高

▽堤内地盤高
▽河床高

▽計画高水位

▽計画高水位

▽計画高水位

※ 計画高水位：洪水を安全に流下させるための目標となる水位

●天井川区間

：破堤箇所

天神川の天井川区間
・2.4k～4.7k区間（今回の被害箇所含む）
・1.3k～1.8k区間

16













































































①
②③

④

（２） データ収集 （破堤状況）

●施工業者からのヒアリング

5/7 23：30頃 ① 土のうから越流が始まる。
5/7 23：40頃 ② 越流範囲が拡大。
5/8 0：25頃 ③ 土のうが転倒し、左岸側に流水が流れ込む。
5/8 0：30頃 ④ 左岸側のトンネル上流端部付近から破堤。

コンクリート床版コンクリート床版
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